
 

１ 目的 

世界のエネルギー事情や環境問題、そして日本のエネルギー自給率等を鑑みると「ESD」を取り入れ

た学習が必要不可欠である。本校は大規模校であるが、ハウステンボスをはじめ周囲に教材資源とな

りうる施設や大学等に恵まれている。そこで、エネルギーや地球

環境の現状を正確に理解し、未来のために実践していこうとする

意欲と態度を養うことを目的として、下記のような取組を行って

いる。 

長崎大学や佐世保高専による３年理科での出前授業や、市東

部・西部クリーンセンター見学などを実施し、他教科や生徒会・

PTA との連携・教職員のエコ活動など学校全体の取組へと広げて

きた。平成２８年度には、それまでの取組を継続しながらさらに

充実させ、「佐世保市学校版環境 ISO」を取得することができた。 

 

２ 教育課程上の位置づけ 

(１) 年度はじめのオリエンテーション（エネルギー教育の目的や内容などの説明）、長崎大学・佐世

保高専の出前授業「日本のエネルギー事情とエネルギー変換」、日本原子力文化財団の出前授業「放

射線」、トヨタカローラの授業協力「電気自動車・ハイブリッドカーのしくみ」、市東部・西部ク

リーンセンター及び少年科学館「星きらり」見学は理科の授業として実施した。 

(２) 特別支援学級における「グリーンカーテンづくり」は、理科の授業として実施した。 

(３) その他、技術・家庭科や社会科の授業でも、学習内容として取り扱った。 

(４) 生徒会や PTA と連携した活動については、放課後や家庭での取組であった。 

(５) 総合的な学習の時間は、すでに各学年のテーマと内容が決まっており時数に余裕がなかったの

で、エネルギー教育を実施していない。 

 

３ 活動期間 

  平成２６年４月１日 ～ 平成３０年３月３１日 

 

４ 年間の実践内容 

 

(１) オリエンテーション 

… 年度はじめに体育館でエネルギー教育の目的や活動内容

などについて説明。また、職員会議で教職員にも説明し、

職員室内のエコ活動を促した。 

 

(２) 理科、技術・家庭科、社会科の授業実践 

… エネルギーに関連する学習内容を扱う際に、本校におけ

るエネルギー教育との関連付けを重視しながら学習活動を

展開した。 

 

(３) 外部講師による出前授業 

… 佐世保高専の出前授業、トヨタカローラ大塔店の授業協力「電気自動車・ハイブリッドカー

のしくみ」を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜活動・研究報告＞ 
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(４) 節電・節水ポスター 

… 生徒会の生活委員会が中心となって、節電・節水のミニ

ポスターを作成し、電灯のスイッチや蛇口の近くに掲示し

て、全校生徒に啓発した。 

 

(５) ゴミゼロ作戦（リサイクル活動） 

… 生徒会の美化委員会が中心となって、朝の登校時にゴミ

拾いを行い、生徒玄関で分別回収する活動を学年ごとに行

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６) PTA との連携 

… ペットボトルキャップを回収し、イオン大塔店へ寄付し

た。この寄付によってポリオワクチンを発展途上国に寄付

できるとともに、各家庭での分別回収を促した。 

 

(７) 特別支援学級のグリーンカーテンづくり 

… 教室の窓辺でゴーヤを栽培し、室内の気温の上昇を抑え

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(８) 花いっぱい運動 

… 学校管理員や生徒会と連携し、生徒玄関や校舎の周

辺に花を植えた。景観を向上させるだけでなく、二酸

化炭素が削減できることを体験的に理解させた。 

 

(９) 理科通信の作成・配付、学校ホームページへの掲載 

… エネルギー教育担当が理科通信を作成・配付し、活

動の様子や成果などを保護者に伝えるとともに、家庭

での協力を啓発した。また、学校ホームページにも掲

載し、地域等にも情報発信を行った。 

 



 

(10) 市の施設との連携 

… 市役所環境保全課と連携して、市の東部クリーンセンター見学と、少年科学館「星きらり」

での実験教室及びプラネタリウム見学を実施した。なお、東部クリーンセンターでは排熱を利

用して発電と給湯利用を行っている。 

 

(11) 「佐世保市学校版環境 ISO」の取得 

… 平成２９年２月１４日に認定を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 成果と課題 

下の表は、平成２５～２８年度の電気代・水道代の推移である。学校全体の使用量は生徒数によって

変動するため、生徒一人当たりの使用量が成果の指標となり得ると考えられる。少しずつではあるが、年度

を重ねるごとに成果が表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度末に市学校版環境 ISO を取得できたことで、生徒たちがこれまでの取組への充実感を

得ることができた。これからの未来を担う子どもたちにとって、エネルギー教育は必要不可欠である。

また、本県では島地区の学校で ESD 教育も推進している。今後は家庭や地域への情報発信と、より連

携を深めた活動を展開したい。日本科学技術振興財団の助成がなくなるので、市の特色ある学校づく

り推進事業として、今後も継続して取り組んでいきたいと考えている。 

市内に佐世保高専やハウステンボスもあり、また、校区内にも多くの事業所があるので、出前授業

やゲストティーチャー、施設見学等の連携が考えられる。また、理科通信を学校ホームページに掲載

しているが、加えて地区の回覧板等で回覧していただくよう地区の自治会にお願いしてみたいと考え

ている。 
 

 


